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ＱＣＤ＆ＩＱＣＤ＆Ｉをスローガンとするお客様中心ビジネスをスローガンとするお客様中心ビジネス

 オープンプラットフォーム技術オープンプラットフォーム技術

 携帯電話端末搭載ソフトウェア国際携帯電話端末搭載ソフトウェア国際
標準技術標準技術

 位置情報サービス　位置情報サービス　

 地上デジタル放送技術地上デジタル放送技術

 ベクトル描画技術ベクトル描画技術

 ＸＭＬＸＭＬ

 ロボットソフトウェア共通化技術ロボットソフトウェア共通化技術

４０年の実績のあるリアルタイムソフトウェアビジネス（フロー）とリアルタイムソリューションビジネス（ストック）の

両輪で、ビジネスを拡大する

リアルタイムソリューションビジネスは、コアテクノロジーを製品化し、それを核とした様々なビジネスモデルに

チャレンジし、業績を向上させる　　⇒　ストック型のビジネス

リアルタイムソフトウェアビジネスは、コアテクノロジーを核とする主体的なビジネスで高付加価値化を目指し、

業績のベースを確保する　　⇒　フロー型のビジネス

コアテクノロジーコアテクノロジー研究開発研究開発

リアルタイム製品リアルタイム製品

　国からの研究受託　国からの研究受託

 他社や大学との共同研究他社や大学との共同研究

　「New Element to New System」

New Element による New Systemで不可能を可能に、

それが最高のお客様満足度に、ビジネスの高付加価値化に繋がる
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第２四半期決算概要第２四半期決算概要
（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）
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事業環境事業環境

20122012年３月期第２四半期の事業環境年３月期第２四半期の事業環境

　　　　平成23年４月から９月までの月別売上高は、前年同月比で５月まで連続で減少しており、６月は前年同月並みで

あったものの、７月は再び減少に転じ、IT需要は依然として低迷していた。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報サービス業売上高前年同月比推移（経済産業省：特定サービス産業動態統計）情報サービス業売上高前年同月比推移（経済産業省：特定サービス産業動態統計）
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単位：％

 業界全般業界全般

　　　成熟期を迎えているかのように見える市場、クラウドコンピューティングの活用で 「持つから使う」への流れ

　　→労働集約型から知識集約型へ、受託開発からサービス型へ、多重下請け構造から水平分業へ、３つの構造変化

 当社当社

　　　携帯電話からスマートフォンへ、オープンプラットフォームのビジネスモデルに変化

　　→オープンプラットフォームの商談が活発、コンペが増加し、Ａｎｄｒｏｉｄ開発実績の先行優位の提案で対応
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201201２年３月期第２四半期（上期）総括２年３月期第２四半期（上期）総括

計画を上回り、前年同期比で増収増益計画を上回り、前年同期比で増収増益

売上高及び利益面は計画を上回り、前年同期比で増収増益売上高及び利益面は計画を上回り、前年同期比で増収増益

売上高は、Android搭載スマートフォンなどのオープンプラットフォームの開発が好調で、過去最高
　（売上高：計画達成率１０４％、前年同期比１１４％）

営業利益は、売上高が伸びたことに加え、研究開発費が当初予定を下回ったことにより、大幅に増益
　（営業利益：計画達成率１１４０％、前年同期は赤字、経常利益：計画達成率１７４％、前年同期比１５６０％）

受注高及び受注残高は計画を上回り、前年同期比でも増加受注高及び受注残高は計画を上回り、前年同期比でも増加

受注高は、オープンプラットフォーム関連の商談が活発で計画を上回り好調
　（受注高：計画達成率１０４％、前年同期比１０２％）

受注残高は、受注高が計画を上回ったことにより増加
　（受注残高：計画達成率１０１％、前年同期比１１２％）

オープンプラットフォーム関連商談が活発であったオープンプラットフォーム関連商談が活発であった

Android搭載のスマートフォンやタブレットのエンベデッドソフトウェアが好調

オープンプラットフォームの通信事業者向け技術アプリケーションが好調

電子マネー（非接触型ＩＣ）のエンベデッドソフトウェアが好調
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２０１１年３月期２０１１年３月期

（百万円）（百万円）

２０１２年３月期２０１２年３月期
（百万円）（百万円）

前年同期比前年同期比
（％）（％）

期初予想期初予想

（百万円）（百万円）

計画達成率計画達成率

（％）（％）

売上高売上高 １，２７１１，２７１ １，４５０１，４５０ １１４．１１１４．１ １，４００１，４００ １０３．６１０３．６

売上原価売上原価 ９８０９８０ １，０４４１，０４４ １０６．６１０６．６ １，０３０１，０３０ １０１．４１０１．４

売上総利益売上総利益 ２９１２９１ ４０５４０５ １３９．５１３９．５ ３７０３７０ １０９．７１０９．７

販売管理費販売管理費 ３１６３１６ ２９１２９１ ９２．３９２．３ ３６０３６０ ８１．１８１．１

営業利益営業利益

（営業利益率）（営業利益率）

▲▲２５２５

((－－))

１１４１１４

((７．９％７．９％))

－－ １０１０

（０．７％）（０．７％）

１，１４０．１１，１４０．１

経常利益経常利益

（経常利益率）（経常利益率）

１０１０

（（ ０．８％０．８％))
１５６１５６

（１０（１０..８％８％))
１，５６０．７１，５６０．７ ９０９０

（６．４％）（６．４％）

１７３．８１７３．８

四半期純利益四半期純利益 ▲▲３６３６ ８８８８ －－ ５０５０ １７７．４１７７．４

売上原価売上原価 　　社員増に伴う人件費の増加、外注費の増加、製品開発費は７４百万円（前期比６５％増）

販売管理費販売管理費 　　新入社員の減少による人件費の減少、研究開発費は、４５百万円（前期比３５％増）

営業外損益営業外損益 　　ロボットと環境エネルギーの研究開発の補助金収入は、３５百万円（前期比４２％増）

特別損失特別損失 　　投資有価証券評価損は、３百万円（前期は移転関連と会計基準適用の影響額が６７百万円）　　　　　　　　　　　
　　　　　　

第２四半期損益計算書第２四半期損益計算書
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第２四半期決算業績推移第２四半期決算業績推移
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売上高 営業利益 営業利益率

売上高 439,266 643,008 768,396 816,170 638,627 691,517 740,905 753,515 632,419 638,801 680,133 739,050 670,398 779,966

営業利益 -138,54 85,954 88,246 55,205 -10,826 42,781 17,522 70,675 -57,755 32,508 47,375 87,390 33,623 80,384

営業利益率 -31.5% 13.4% 11.5% 6.8% -1.70% 6.20% 2.40% 9.40% -9.10% 5.10% 7.00% 11.80% 5.00% 10.30%
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四半期業績推移（ＰＬ）四半期業績推移（ＰＬ）

単位：千円

第１四半期、第２四半期ともに売上高が同四半期比で増収

第１四半期が黒字化、第１四半期、第２四半期ともに増益
営業利益率は第１四半期５％、第２四半期１０％と堅調
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受注残高 売上高 受注高

受注残高 647,455 830,358 503,593 462,194 501,252 665,155 522,686 418,323 525,133 697,681 601,639 642,330 801,327 779,683

売上高 439,266 643,008 768,396 816,170 638,627 691,517 740,905 753,515 632,419 638,801 680,132 739,051 670,398 779,965

受注高 835,675 825,912 441,631 774,771 677,685 855,419 598,436 649,153 739,228 811,350 584,090 779,742 829,394 758,322
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四半期業績推移（受注）四半期業績推移（受注）

単位：千円

受注高は、第１四半期は計画を上回り、前年同期比でも増加したが、第２四半期は計
画を下回り、前年同期比でも減少、上期全体としては増加

受注残高は、計画及び前年同期を上回って推移し、第２四半期末としては前期比増
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モバイルネットワーク オープンプラットフォーム関連の技術アプリケーションが堅調　　 ⇒ 　売上高は増加、利益面も増加

ワイヤレス　　　　　　　 Android搭載スマートフォンのエンベデッドソフトウェアが増加 　⇒ 　売上高は増加、利益面も増加

インターネット　　　　　 不況の影響は残るが、一部で回復基調 　　　　⇒ 　売上高は増加、利益面も増加

社会基盤システム　 官公庁系の大型技術アプリケーションが減少 　　　　⇒ 　売上高は減少、利益面も減少

宇宙先端システム　　　 宇宙関連の開発計画の縮小や切り替え時期　 　　　　⇒ 　売上高は減少、利益面も減少

ソリューション　　　　　　　　　 airCubeforAndroidのロイヤリティ収入の増加　　　　　　 　　　　⇒ 　売上高は増加、利益面も増加

第２四半期ＢＦ別の状況第２四半期ＢＦ別の状況

オープンプラットフォームが堅調、インターネットは回復基調オープンプラットフォームが堅調、インターネットは回復基調

ビジネスフィールドビジネスフィールド

２０１１２０１１年３月期年３月期 ２０１２年３月期２０１２年３月期 前年前年

同期比同期比

（％）（％）
売上高売上高

（百万円）（百万円）
構成比構成比
（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

構成比構成比
（％）（％）

計画達成率計画達成率
（％）（％）

モバイルネットワークモバイルネットワーク １６６１６６ １３．１１３．１ ２０８２０８ １４．４１４．４ １１４．４１１４．４ １２４．７１２４．７

ワイヤレスワイヤレス ５４４５４４ ４２．８４２．８ ６９８６９８ ４８．２４８．２ １２０．３１２０．３ １２８．３１２８．３

インターネットインターネット ２２７２２７ １７．９１７．９ ２２９２２９ １５．８１５．８ ８４．６８４．６ １０１．１１０１．１

社会基盤システム社会基盤システム １２０１２０ ９．５９．５ １０３１０３ ７．１７．１ ６９．０６９．０ ８５．８８５．８

宇宙先端システム宇宙先端システム １４６１４６ １１．５１１．５ １２０１２０ ８．３８．３ ８２．４８２．４ ８２．１８２．１

ソリューションソリューション ６５６５ ５．２５．２ ９０９０ ６．２６．２ １２９．０１２９．０ １３７．７１３７．７

合計合計 １，２７１１，２７１ １００．０１００．０ １，４５０１，４５０ １００．０１００．０ １０３．６１０３．６ １１４．１１１４．１
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第２四半期技術サービス別の状況第２四半期技術サービス別の状況

 エンベデッドソフトウェア、技術アプリケーション、ソリューションは、オープンプラットフォーム関連が好調であっ

たことにより増加

 ユビキタス社会は、我々の身の回りの全てのものがネットワークに接続されている社会であり、情報端末を

使ったこれからのクラウドコンピューティングを実現する上では、エンベデッドと技術アプリの両技術を保有し

ていることが強み

エンベデッド（端末）と技術アプリ（サーバ）の両技術の保有が強みエンベデッド（端末）と技術アプリ（サーバ）の両技術の保有が強み

技術サービス技術サービス

２０１１２０１１年３月期年３月期 ２０１２年３月期２０１２年３月期 前年前年

同期比同期比
（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

構成比構成比

（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

構成比構成比
（％）（％）

エンベデッドソフトウェアエンベデッドソフトウェア ６４８６４８ ５１．０５１．０ ７６４７６４ ５２．７５２．７ １１７．８１１７．８

コアテクノロジーサービスコアテクノロジーサービス １０５１０５ ８．３８．３ ９１９１ ６．３６．３ ８６．８８６．８

技術アプリケーション技術アプリケーション ４５１４５１ ３５．５３５．５ ５０４５０４ ３４．８３４．８ １１１．７１１１．７

ソリューションソリューション ６５６５ ５．２５．２ ９０９０ ６．２６．２ １３７．７１３７．７

合計合計 １，２７１１，２７１ １００．０１００．０ １，４５０１，４５０ １００．０１００．０ １１４．１１１４．１
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第２四半期末の受注状況第２四半期末の受注状況

受注高は、計画を上回り、前年同期比でも３７百万円の増加

受注残高は、計画を上回り、前年同期末比でも８２百万円の増加

ソリューションと社会基盤システムＢＦの受注残高が前期より大幅増

下期は受注残高が前期を上回った状態でスタート下期は受注残高が前期を上回った状態でスタート

ビジネスフィールドビジネスフィールド

２０１１２０１１年３月期年３月期 ２０１２年３月期２０１２年３月期
受注残高受注残高

前年同期比前年同期比
（％）（％）

受注高受注高
（百万円）（百万円）

受注残高受注残高
（百万円）（百万円）

受注高受注高
（百万円）（百万円）

計画達成率計画達成率

（％）（％）
受注残高受注残高
（百万円）（百万円）

計画達成率計画達成率

（％）（％）

モバイルネットワークモバイルネットワーク １７５１７５ ９５９５ １４５１４５ ７６．６７６．６ ８１８１ ５３．５５３．５ ８５．１８５．１

ワイヤレスワイヤレス ６５５６５５ ２１５２１５ ７６２７６２ １１９．０１１９．０ ２０６２０６ １０２．０１０２．０ ９５．６９５．６

インターネットインターネット ３０１３０１ １４８１４８ ２４６２４６ ８４．９８４．９ １３７１３７ ９８．４９８．４ ９２．６９２．６

社会基盤システム社会基盤システム １７２１７２ ８２８２ １５２１５２ ９２．６９２．６ １１８１１８ １４０．７１４０．７ １４３．４１４３．４

宇宙先端システム宇宙先端システム １２７１２７ ６７６７ １１４１１４ ７４．７７４．７ ７３７３ ８４．８８４．８ １０８．０１０８．０

ソリューションソリューション １１８１１８ ８７８７ １６５１６５ １８３．８１８３．８ １６３１６３ １５１．０１５１．０ １８６．３１８６．３

合計合計 １，５５０１，５５０ ６９７６９７ １，５８７１，５８７ １０３．８１０３．８ ７７９７７９ １０１．０１０１．０ １１１．８１１１．８
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第２四半期末貸借対照表第２四半期末貸借対照表

２０１１年３月末日２０１１年３月末日 ２０１１年９月末日２０１１年９月末日 増減増減

流動資産流動資産 ２，８２３２，８２３ ２，９９３２，９９３ １７０１７０

固定資産固定資産 １，１４８１，１４８ １，１９０１，１９０ ４２４２

流動負債流動負債 ４１７４１７ ６４５６４５ ２２８２２８

固定負債固定負債 ４４４４ ４９４９ ５５

純資産純資産 ３，５１０３，５１０ ３，４８８３，４８８ ▲▲２２２２

総資産総資産 ３，９７１３，９７１ ４，１８４４，１８４ ２１３２１３

自己資本比率自己資本比率 ８８．４％８８．４％ ８３．４％８３．４％ ▲▲５．０％５．０％

流動比率流動比率 ６７７．０％６７７．０％ ４６３．７％４６３．７％ ▲▲２１３．３％２１３．３％

固定比率固定比率 ３２．７％３２．７％ ３４．１％３４．１％ １．４％１．４％

単位:百万円

流動資産流動資産 主に主に現金及び預金の増加

固定資産固定資産 主に無形固定資産（ソフトウェア）の増加

流動負債流動負債 主に未払法人税等、賞与引当金の増加

固定負債固定負債 変動なし
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単位:百万円

営業キャッシュ営業キャッシュ･･フローフロー　　　　主に税引前四半期純利益の増加、売上債権の減少による収入の増加

投資キャッシュ投資キャッシュ･･フローフロー　　　　主に無形固定資産の取得の増加

財務キャッシュ財務キャッシュ･･フローフロー　　　　配当金支払額の増加

第２四半期キャッシュ･フロー計算書第２四半期キャッシュ･フロー計算書

２０１１年３月期２０１１年３月期 ２０１２年３月期２０１２年３月期 増減増減

営業活動によるキャッシュ･フロー営業活動によるキャッシュ･フロー ７５７５ ４７６４７６ ４０１４０１

投資活動によるキャッシュ･フロー投資活動によるキャッシュ･フロー ▲▲７２７２ ▲▲７８７８ ▲▲６６

財務活動によるキャッシュ･フロー財務活動によるキャッシュ･フロー ▲▲７６７６ ▲▲１０１１０１ ▲▲２５２５

現金及び同等物の増減額現金及び同等物の増減額 ▲▲７６７６ ２９３２９３ ３６９３６９

現金及び同等物期末残高現金及び同等物期末残高 １，７７６１，７７６ １，９４６１，９４６ １７０１７０

参考）長期預金参考）長期預金 ５００５００ ５００５００ ００

参考）現預金＋長期預金参考）現預金＋長期預金 ２，２７６２，２７６ ２，４４６２，４４６ １７０１７０
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通期業績見通し通期業績見通し

（２０１２年３月期）（２０１２年３月期）
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201201２年３月期業績見通し２年３月期業績見通し

２０１１年３月期２０１１年３月期
実績実績

２０１２年３月期２０１２年３月期
見通し見通し

前期比前期比
（％）（％）

売上高売上高 ２，６９０２，６９０ ２，９００２，９００ １０７．８１０７．８

売上原価売上原価 ２，０２１２，０２１ ２，１００２，１００ １０３．９１０３．９

売上総利益売上総利益 ６６８６６８ ８００８００ １１９．６１１９．６

販売管理費販売管理費 ５５９５５９ ６００６００ １０７．３１０７．３

営業利益営業利益

　　（営業利益率）　　（営業利益率）

１０９１０９

（４．１％）（４．１％）

２００２００

（６．９％）（６．９％）

１８２．６１８２．６

（２．８ポイント増）（２．８ポイント増）

経常利益経常利益 ２０６２０６ ３００３００ １４５．１１４５．１

当期純利益当期純利益 ８０８０ １７０１７０ ２１１．９２１１．９

単位:百万円

業績見通し達成のポイント業績見通し達成のポイント

継続してオープンプラットフォームの商談を開拓継続してオープンプラットフォームの商談を開拓

　　Ａｎｄｒｏｉｄのノウハウやソリューションを活用してワンストップ化を推進

社会基盤システムやインターネットの受注を拡大社会基盤システムやインターネットの受注を拡大

　復興関連と環境エネルギー分野の商談獲得

下期もオープンプラットフォームが牽引下期もオープンプラットフォームが牽引
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通期業績の推移通期業績の推移
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201201２年３月期重点テーマ２年３月期重点テーマ

変化先取りに注力し、技術提案力で顧客基盤を強化変化先取りに注力し、技術提案力で顧客基盤を強化

期初方針期初方針 第３四半期以降の方針第３四半期以降の方針

他社との差別化を図り、競争優位を確保して受注につなげる：他社との差別化を図り、競争優位を確保して受注につなげる：ＱＣＤ＆ＩＱＣＤ＆Ｉ

技術提案力を主体とした活発な営業活動を継続、新規の商談を

開拓し受注につなげる。

獲得した商談は、改めてＱＣＤ＆Ｉにより、お客様満足度を向上さ

せ、リピート商談につなげる。

Androidを中心にコンペに技術提案力で積極的に参加し商談を

獲得した。

下期も提案を主体に商談開拓を続行する。既存顧客には、新

たな提案で顧客満足度を向上させ、リピート商談に繋げる。

成長が期待できる市場に参入する：成長が期待できる市場に参入する：オープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボットオープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボット

オープンプラットフォームにガラパゴス（地上デジタル放送、電子

マネーなど）、国内仕様対応にフォーカス。

環境エネルギー分野のビジネス化を推進し、開発案件の受注を

目指す。

ロボットは、研究開発でＲＴミドルウェアを機能安全対応し、ビジ

ネス化を推進する。

オープンプラットフォームは、地上デジタル放送や電子マネー

（ＮＦＣ含む）を中心に好調だった。下期も積極的に展開する。

環境エネルギー分野は商談は多いものの、国からの委託研究

にとどまる。下期も同じ傾向が続く。

ロボットは研究開発が前期より増加したが、期初計画を下回っ

た。下期は研究開発に加え、適用案件を発掘する。

変化先取りに注力：変化先取りに注力：研究開発と製品開発に積極投資研究開発と製品開発に積極投資

研究開発は、ＮＥＤＯなどからの受託研究であるロボットのＲＴミ

ドルウェアの機能安全対応と環境エネルギーに取り組む。

製品開発は、airCube（地上デジタル放送用組込みソフトウェア）

のAndroid版の機能強化中。

研究開発費は当初計画を下回ったが、下期は、期初の目標を

達成するために計画どおり進める。

製品開発は、airCubeのAndroid版の機能を拡張した。下期は、

Ａｎｄｒｏｉｄ４．０への対応や機能強化などを検討中。
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201201２２年３月期ＢＦ別業績見通し年３月期ＢＦ別業績見通し

ビジネスビジネス

フィールドフィールド
期初の方針期初の方針

予予
想想

第２四半期状況判断第２四半期状況判断
予予
想想

モバイルモバイル

ネットワークネットワーク

基幹ネットワークは、オープンプラットフォー基幹ネットワークは、オープンプラットフォー

ムに関連する日本固有機能の通信事業者ムに関連する日本固有機能の通信事業者

向けサービスの受注を目指し、拡大向けサービスの受注を目指し、拡大

オープンプラットフォーム関連の技術アプリが好調で予想

を上回った。

下期も、積極的な提案で、継続的な受注を拡大する。

ワイヤレスワイヤレス

携帯電話開発の切り替えが完了し、Ａｎｄｒｏｉ携帯電話開発の切り替えが完了し、Ａｎｄｒｏｉ

ｄを搭載したオープンプラットフォームのエンｄを搭載したオープンプラットフォームのエン

ベデッドソフトウェア開発の受注増加を目指ベデッドソフトウェア開発の受注増加を目指

し、拡大し、拡大

ａｉｒＣｕｂｅ　for Androidを軸に展開し、スマートフォンやタブ

レットなどの開発が好調で予想を上回る増加となった。

下期は上期ほどではないが、マルチメディア放送など新し

いマーケットの顧客開拓を目指す。

インターネットインターネット

非接触型ＩＣのエンベデッドソフトウェアは堅非接触型ＩＣのエンベデッドソフトウェアは堅

調だが、民間企業が多いため、景気の影響調だが、民間企業が多いため、景気の影響

を引き続き受けることを考慮し、ほぼ横ばいを引き続き受けることを考慮し、ほぼ横ばい

不況の影響はあるが、非接触型ＩＣのエンベデッドソフトウェ
アが増加し、前期並みとなった。

既存顧客のマーケット維持、新需要の開拓などに努める。

社会基盤社会基盤

システムシステム

大型の交通分野の開発が完了し、防衛など大型の交通分野の開発が完了し、防衛など

社会インフラ系の技術アプリケーションが復社会インフラ系の技術アプリケーションが復

調傾向にあるが、まだ不透明感が強く、縮小調傾向にあるが、まだ不透明感が強く、縮小

官公庁系の技術アプリケーションが復調せず、予想を下回っ

た。下期は、入札案件への積極的な対応や復興需要など、

受注拡大を目指すが、通期では前期を下回る見通し。

宇宙先端宇宙先端

システムシステム

衛星搭載エンベデッドソフトウェア、国の研究衛星搭載エンベデッドソフトウェア、国の研究

機関の受注も前期並みで、ほぼ横ばい機関の受注も前期並みで、ほぼ横ばい

宇宙関係が切替時期に当たって減少し、予想を下回った。

下期は宇宙関係が動き出したが、通期では前期を下回る

見通し。

ソリューションソリューション
Ａｎｄｒｏｉｄ版地上デジタル放送製品を中心にＡｎｄｒｏｉｄ版地上デジタル放送製品を中心に

販売を強化し、拡大販売を強化し、拡大

製品販売で成果が出ており、予想を上回った。

受注残も豊富で、前期を上回る増加となる見込み。

オープンプラットフォームと環境エネルギー分野に注力オープンプラットフォームと環境エネルギー分野に注力
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注力分野の状況注力分野の状況
（オープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボット）（オープンプラットフォーム、環境エネルギー、ロボット）
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オープンプラットフォーム

 状況

 2008年よりAndroidスマートフォン向けマーケットの開拓を推進。社員の育成も進み、約6割の社員がAndroid
技術に対応。

 国内主要スマートフォンベンダーより、開発、ソリューションともに受注が進む。
 「大規模なAndroidスマートフォンソフトウェア開発」と｢日本国内仕様への対応」にフォーカスしマーケットを拡大。

 アプリからミドルまでトータルなAndroid向け統合ワンセグソリューションairCube for Androidを開発し国内複数メーカに
採用される。

 実績　（ ２０１２年３月期第２四半期、Android関連売上高：約８億円）

 大規模なAndroidスマートフォン、タブレット向けソフトウェア開発
 国内携帯メーカーよりAndroidの大型アプリケーション、ミドルウェア開発を継続受注
 Androidに関する知識と実績を活かし、キャリア向けコアテクノロジーサービスを受注拡大

 日本国内仕様への対応（オープンプラットフォームにガラパゴスを）

　ワンセグ
 ワンセグソリューションの機能を拡張、スマートフォンメーカ（３社）、家電メーカ（１社）と契約

　電子マネー
 デバイスソフト、ミドルウェアからアプリケーションまでの一貫した開発の継続受注
 キャリア向けクレジット関連のアプリケーション開発の継続受注

 今後の方針（Ａｎｄｒｏｉｄ技術とマルチメディア、電子マネー関連技術の強みをさらに強化しマーケットを拡大）

 スマートフォン並びにタブレット、電子マネー関連Androidソフトウェア開発のワンストップ化の推進
 ワンセグソリューションairCube for Androidの機能拡張とマルチメディア放送への適用の拡大

 コスト競争力を強め、さらなる市場拡大へ取組む

国内仕様対応にフォーカスし、計画どおりマーケット拡大国内仕様対応にフォーカスし、計画どおりマーケット拡大



2525
Copyright © 2011 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.

環境エネルギー

 状況
 2008年度：急速充電器遠隔監視制御システム（G-EV）を開発。環境エネルギー分野への取組み開始。
 2009年度：KDDIと共同で、経済産業省平成21年度「大規模駐車場におけるスマート充電システム実証事

業」にて「スマート充電システム」を開発。KDDIと共同で特許出願申請。
 2010年度：NEDOの「蓄電複合システム化技術開発」共同研究委託先に選定。デンソー、豊田通商と共に

商用施設用蓄電池付BEMS（Building and Energy Management System）の研究開発と実証検証に参画。
 2011年度：「蓄電複合システム化技術開発」は継続。地方自治体に「スマート充電システム」を販売。国内

スマートシティ実証事業での受託開発を開始。

 実績　（ ２０１２年３月期第２四半期　受託研究補助金約３百万円）

 受託開発／製品販売
 急速充電器遠隔監視制御システム「G-EV」保守運用→東京電力
 電気自動車充電プラットフォーム「スマート充電システム」販売
　　→地方自治体（2011年12月サービスイン）
 国内スマートシティ実証事業での環境案件の受託（下期予定）

 ＮＥＤＯ共同研究
 「蓄電複合システム化技術開発」の豊田市実証グループに参画

→2010年度にビル機器・設備等の運転管理によるエネルギー消費量の「見える化」エンジン開発。2011年度は、エネ
ルギー需要予測エンジン、太陽光パネル発電予測エンジン等の予測エンジンの開発と電力制御（ピークカット）の検
討を実施。

 今後の方針
 「スマート充電システム」のビジネス化推進（KDDI、豊田通商とのアライアンス強化）
 エネルギーマネージメントシステムのビジネス化推進（デンソー、豊田通商、ＫＤＤＩとのアライアンス）
 環境エネルギー関連の受託開発案件の獲得を推進

研究成果をソリューション化して他社との共同ビジネスを推進研究成果をソリューション化して他社との共同ビジネスを推進
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ロボットロボット

 状況状況
 2003年からロボットに取り組み、ロボット関連技術を持つ数少ないソフトウェアベンダーで先行優位
 2005年からＮＥＤＯからの受託研究を開始
 2008年４月にOMG(Object Management Group)で国際標準仕様となったRTC(Robot Technology 

Component)をコアテクノロジー としてビジネス化を推進

 実績実績　　(２０１２年３月期第２四半期　受託研究補助金約３３百万円、売上高約２３百万円）
 NEDOからの受託研究

 「次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト」における２件の受託研究
 ビジネス化に向け、ＲＴミドルウェアの機能安全対応（ IEC61508対応）を推進中

 受託開発

 ロボット関連メーカー、大学からの受託開発
 展示会出展他

 国際ロボット展にてＲＴミドルウェア関連の研究成果を展示
 都市防災セキュリティ展にてAndroid端末と連携したセキュリティシステムを展示
 日本ロボット学会等にて論文発表

 今後の方針今後の方針
 RTミドルウェアの機能安全対応（IEC61508対応）を行い、ビジネス化を推進
 RTミドルウェアを活用した実用ロボットシステムの受託開発
 RTミドルウェアを活用した稼働ログ等の新しいクラウドシステムのビジネス化検討

ユビキタス社会の究極の端末はロボットユビキタス社会の究極の端末はロボット
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配当の方針配当の方針

 配当の方針配当の方針

 原則として安定的に配当する部分と所定の配当性向とを勘案して毎期原則として安定的に配当する部分と所定の配当性向とを勘案して毎期

決定する。配当性向は、当面３０％を目指す。決定する。配当性向は、当面３０％を目指す。

 安定的に配当する部分は、１株当たり３０円とする。安定的に配当する部分は、１株当たり３０円とする。
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この資料についてのご注意この資料についてのご注意

この資料の目的は、当社へのご理解を深めていただくためのＩＲ情報をごこの資料の目的は、当社へのご理解を深めていただくためのＩＲ情報をご
提供することにあり、投資の勧誘を目的としたものではありません。投資提供することにあり、投資の勧誘を目的としたものではありません。投資
につきましては、ご自身でご判断願います。につきましては、ご自身でご判断願います。

この資料には、当社の現在の計画、戦略、将来の業績に関する見通しなこの資料には、当社の現在の計画、戦略、将来の業績に関する見通しな
どが記載されております。こうした記述は、当社の将来の業績を保証するどが記載されております。こうした記述は、当社の将来の業績を保証する
ものではなく、経営環境をはじめ、さまざまな外部的要因の影響等によりものではなく、経営環境をはじめ、さまざまな外部的要因の影響等により
変化しうることをご承知おきください。変化しうることをご承知おきください。

この資料の作成に際しましては、細心の注意を払っておりますが、内容にこの資料の作成に際しましては、細心の注意を払っておりますが、内容に
つきましていかなる保証を行うものでなく、この資料を使用したことによっつきましていかなる保証を行うものでなく、この資料を使用したことによっ
て生じたあらゆる損害などについて、当社は一切責任を負うものではありて生じたあらゆる損害などについて、当社は一切責任を負うものではあり
ません。ません。
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ユビキタスユビキタス社会の安全と発展のために社会の安全と発展のために

““ Realtime@netRealtime@net ””

本資料に関するお問い合わせ本資料に関するお問い合わせ

株式会社セック　ＩＲ室株式会社セック　ＩＲ室

電話　０３－５４９１－４７７０電話　０３－５４９１－４７７０

ありがとうございましたありがとうございました


